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はじめに 

 

豊中市の中学校における昼食は、家庭で用意してもらった弁当を持参することから始ま

りました。弁当は親子の関係づくりにおいて果たす役割が大きく、また近年増加している

食物アレルギーへの対応や、体格に合わせ食べる量を調整できるなど、個人の状況に応じ

たものとなっていました。しかし、生徒や保護者を取り巻く社会環境や生活習慣の変化に

より、偏った栄養摂取、朝食の欠食など食生活の乱れが問題視されるとともに、家庭で弁

当を用意することが難しい生徒が出てくるなど、子どもたちの心身への影響が心配される

ようになりました。そうした状況を受け、本市では平成 23 年度（2011 年度）に学識経験

者、小学校長、中学校長、PTA 会長などで構成される「豊中市中学校給食懇話会」を設置

し、中学校給食実施に向けたさまざまな方法の検討を重ね、平成 25 年（2013 年）3 月に

「豊中市中学校給食の実施に係る基本方針」を策定しました。 

平成 26 年度（2014 年度）配膳室等の整備が完了した中学校から「自宅から持参する弁

当とデリバリー給食の選択制」を開始し、平成 28 年度（2016 年度）2 学期には全校実施

としました。 

学校給食法では、学校給食の目的として、「学校給食は児童及び生徒の心身の健全な発達

に資するものであり、かつ、児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う

上で重要な役割を果たすものである」としています。また、国の第 3 次食育推進基本計画

では、学校給食を通じた、より効果的な食育を推進することをめざし、中学校における学

校給食の実施率を上げることが目標に掲げられています。 

全員給食は、学校内の生徒全員が栄養バランスの整った同じ内容の昼食をそろってとる

ことができ、成長期にある中学生の栄養を十分に確保するとともに、豊かな人間性を育み、

さらには給食を生きた教材として活用することで、食に関する指導を充実させることが可

能となります。また、家庭における朝の時間帯に余裕が生まれ、生徒と一緒に朝食をとる

“共食”の機会が増え、子育て支援にもつながることが期待できます。これらのことから、

中学校の給食は全員給食を実施することが望ましいといえます。 

本基本方針は、中学校給食の全員給食実施に向けて、既存の基本方針の内容を見直し、

策定したものです。 
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１．基本方針策定の背景  

 (1)学校給食法について 

学校給食法では、学校給食の目標として、適切な栄養の摂取による児童・生徒の心身

の健全な発達、食事について正しい理解を深め健全な食生活を行うことや、学校生活を

豊かにし、明るい社交性・協同の精神を養うこと、食生活が自然の恩恵の上に成り立つ

ものであることを理解すること等を目標として掲げています。 

学校の設置者である地方公共団体は、「学校給食の普及と健全な発達を図るように努め

なければならない」と定められています。 

 

 (2)中学校給食の現状 

市では、心身ともに個人差が大きくなる時期における食事量の調節や、食物アレルギ

ーへの対応などが可能な家庭弁当と、多彩で栄養バランスに配慮した学校給食の提供が

できるデリバリー給食の選択制を平成 26年度（2014年度）から順次開始し、平成 28年

度（2016 年度）2 学期から全校で実施しています。しかしながら、現在の選択制の給食

では、給食は配膳室まで取りに行く必要があり、その間に友達は弁当を食べ終わってい

たり、友達を待たせてしまったり、クラスで他に給食を食べている生徒がいないと利用

しづらいという声もあり、給食を食べたい生徒が食べられていない現状があります。学

校給食の目標を実現するためには、環境面も含め、選択制の給食では限界があると考え

られます。 

   

・中学校給食に関するアンケート調査結果 

表１より、生徒は選択制が良いと回答した割合が高くなっていますが、平成 30 年度

（2018年度）に実施したアンケートでは、選択制を希望する生徒の約 6割が「弁当の方

が好みや量等を自分に合わせることができるから」をその理由に挙げており、次いで「自

分の好きなものを食べたいから」となっています。 

一方、保護者は、平成 23年度（2011年度）調査から平成 30年度（2018年度）調査で、

全員給食が良いと回答した割合が 37％から 59％と大きく増加しています。 
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表１ 今後の中学校給食の希望割合 

 生徒 保護者 

調査時期 
平成 23年度 

(2011年度) 

平成 30年度 

（2018年度） 

平成 23年度 

(2011年度) 

平成 30年度 

（2018年度） 

全員給食が良い 9％ 5％ 37％ 59％ 

選択制が良い 60％ 72％ 59％ 25％ 

どちらでも良い － 23％ － 16％ 

弁当が良い 31％ － 4％ － 

   

 

 (3)豊中市の中学校給食の課題 

現在の、調理事業者による選択制のデリバリー方式では、給食を選択しない場合、成長

期にある中学生の栄養を十分に確保することが難しい生徒がいることや、学校給食を生き

た教材として活用した食育の推進を図ることが難しいなどの課題があります。また、給食

を利用したくても利用しづらい環境があることがわかっています。そこで、すべての生徒

が栄養バランスのとれた給食をしっかり食べて成長に必要な栄養を確保し、午後からの授

業に集中して臨める環境づくりや、給食を中心とした食育を行うことにより成長期にある

生徒の健全な発達を支えたいと考えます。 

また、アンケート調査結果から、生徒は選択制の給食を希望する声が多い一方で、保護

者は全員給食を求める声が大きく伸びています。選択制を希望する生徒の約 6 割は「お弁

当の方が好みや量等を自分の好みに合わせることができるから」をその理由に挙げており、

生徒にとって楽しみで美味しい給食となるような献立の工夫や、量の調節への対応、また、

栄養バランスのとれた食事が健康の保持増進や体位の向上を図るものであることへの理解

を深める給食の提供が求められます。 
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２．基本方針  

中学生は、成長において必要な栄養素の量が生涯の中で最も多くなっていく時期であ

り、栄養バランスに配慮した食事をとることが重要です。また、第 3 期豊中市食育推進

計画では、「市民自らが食に関する正しい知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活

を実践できるための食育を推進すること」を基本理念に定め、少年期には、「食べ物と体

の成長について理解し、自らが栄養や摂取量などバランスのとれた食事を心がけるとと

もに、望ましい食習慣を身につける時」としています。 

しかし、共働き世帯の増加等社会環境の変化に伴い、成長期にある中学生を支える学

校給食が果たす役割は、以前にも増して大きくなっています。 

全員給食を実施するにあたり、学校給食を供給する方式として、現在のデリバリー方

式以外についても検討を行いましたが、学校給食センター方式での運用を行う場合、現

時点では土地の確保が難しい事、また各学校に「学校給食衛生管理基準」を満たす調理

場を建設する用地確保が困難である事、費用面等を考慮すると、デリバリー方式を継続

することが現実的であるとの判断に至りました。 

そこで、豊中市では中学校給食の全員給食を、現在のランチボックス形式の主食と副

食一品を食缶形式に変更し、他はこれまでと同様のランチボックス形式としたデリバリ

ー方式で実施します。主食と副食一品を、食缶から配食する温かい給食で提供すること

で家庭弁当の利点でもある食事量の調節に対応し、配食を 2 品にすることにより、給食

を食べる時間の確保に努めます。また、小学校給食と同様に食物アレルギーに対応し、

基本方針を次のとおり定めます。 

 

子どもたちが健やかに育つ環境づくりを進めるため、中学校において多彩で

栄養バランスに配慮されたデリバリー方式による全員給食を導入します。 

現在のランチボックス形式による給食とし、主食と副食一品については食缶

形式に変更することで、温かい給食の提供と食事量の調節に対応します。 

生徒全員に栄養バランスのとれた給食を提供することで、より充実した学校

生活を送るとともに、健全な食生活を実践できるための基礎を培います。 

また、全員給食による学校内での昼食内容の統一により、学校給食を活用し

た食育の推進を図るとともに、子育て支援にも寄与します。 
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３．推進方策 

  中学校給食の全員給食の導入にあたり、学校での配膳時間の短縮のためにランチボック

ススタイルの副食提供に追加し、主食と副食一品を食缶で提供する方式を導入します。こ

の方式で、中学生の成長期における身体面の発達に伴う食事量の変化などにも対応すると

ともに、一部温かい給食の提供も同時に可能となります。 

 

(1) 献立 

  中学校給食は、主食・副食・牛乳からなる完全給食※の献立を、豊中市と、豊中市から委

託を受けた調理事業者が協力し作成します。 

  主食と副食一品については、保温効果のある食缶を使用し、温かい給食を提供します。

また、食缶で提供することにより、食事量の個人差に対応します。 

 

(2)食物アレルギー対応食の提供 

  小学校給食と同等の卵除去食の提供に対応していきます。 

 

(3)食材の発注 

  安全で良質な給食用食材を確保するため、豊中市中学校給食食材発注指示書に基づき、

委託を受けた調理事業者が発注し、豊中市が定期的に点検します。 

 

 (4)調理 

  豊中市が委託する調理事業者の調理場で調理し、主食と副食一品は食缶に、その他の副

食は専用のランチボックスに盛り付け、配送ケースに入れて、各中学校の配膳室に配送し

ます。 

 

 

 

 

 

※完全給食：学校給食法施行規則第１条第２項に規定する完全給食は、「給食内容がパン又は米飯（こ

れらに準ずる小麦粉食品、米加工食品その他の食品を含む。）、ミルク及びおかずである給食をいう。」 
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(5)配膳室 

  既存の配膳室を利用して、配膳台への準備が可能となります。食缶に入った主食と副食

一品は温かい状態で保管し、ランチボックスに入った副食や牛乳は適温で保管します。 

配膳員については、豊中市中学校給食調理業務委託仕様書に基づき調理事業者に委託し、

給食の受取、各クラスの配膳準備、容器の回収等を行います。 

 

 (6)給食回数 

   実施回数は授業実施日を基準に、各学校の行事等を考慮し、各学校で定めるものとしま

す。 

 

 (7)給食費 

  給食費（食材料費）は学校給食法に基づき、保護者負担とし、その他の施設整備費や人

件費等は豊中市が負担します。 

給食費は後払い方式で、基本的には銀行口座からの引き落としになります。 

 

（8）広報 

   全員給食の実施について、保護者、生徒、教職員への説明を行うとともに、市の広報

誌やホームページなどを活用し、広く市民へ周知します。 

実施後は、毎月の献立表や給食だよりを発行するとともに、SNS などにより広報を行

います。 

 

（9）食育 

成長期にある中学生にとって、健全な食生活は健康な心身を育むために欠かせないも 

のであると同時に、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすもので極めて重要です。 

学校給食においては、給食の準備から後片付けを通して、直接的かつ継続的に指導を

行うことで、成長に必要なバランスの良い食事のとり方など食に関する正しい知識を習

得し、自ら判断できる能力を養い、生涯にわたる望ましい食習慣と食に関する実践力を

身に付けさせることができます。 

また、学校給食を生きた教材として活用し、食に関する指導の全体計画と関連付けな

がら、学校の教育活動全体で食育の充実を推進していきます。 
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４．実施のスケジュール 

  中学校給食の全員給食実施に向けて、既存施設内の確認を行い、配膳室から各クラスま

での調査や、配膳室の容量調査を行い、必要に応じて修繕工事を実施します。 

また、調理事業者・給食費徴収システム事業者の選定を行い、令和 4年度（2022年度）

2学期（9月頃）から実施します。 

  

令和２年度    ・校内調査 

（2020年度） 

令和 3年度    ・給食調理事業者の決定 

（2021年度）   ・校内修繕 

         ・給食費徴収システム事業者の選定 

令和 4年度    ・全員給食の実施（２学期～） 

（2022年度） 
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